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◆冬季大会直前ホスピタリティ研修会並びに感染症予防研修会
11月28日、国体の成功を目指し、地域全体のホスピタリティの向上を目
的とした研修会、安全・安心な観光地を確立するため、感染性胃腸炎の予
防対策研修会が、田沢湖畔の花心亭しらはまを会場に開催されました。
この研修会は、秋田わか杉国体冬季大会を約２か月後にひかえ、県仙北
地域振興局や観光協会、仙北市の共催で、市内のホテルや旅館、飲食施設
等の事業者や従業員を対象に行われたもので、約70人が参加しました。
当日は、（株）ＪＴＢ能力開発の土田孝子氏を講師に「あなたの接遇・接
客はどのように見えているでしょうか」のテーマで、接遇・接客向上セミ
ナーが行われました。参加者は、あいさつやお辞儀の動作をビデオで撮影
し、それを見て自己評価。お辞儀の角度や手の位置、目線、表情などについて反省し、土田氏からアドバイスをい
ただきました。また、「結論から細部へ」、「誰でもわかる言葉で」、「明るく、ゆっくり、はっきり」など、話すときの
ポイント、「メモを取る習慣をつける」、「わからないことは聞き返す」など、聞くときのポイントについてもアドバイ
スをいただいたほか、方言について「出迎えのときに初めから方言を使うと『わからないから』と、すべて聞き入れ
てもらえないこともある。途中の会話は方言で話しても、出迎えとお帰りのときは誰でもわかる共通語で話すと、

より秋田らしさを味わってもらえる」など、接客する人の立場での
研修会となりました。
引き続き、中通総合病院感染対策室長の菅原厚医師を講師に「施
設におけるノロウイルス予防対策について」をテーマにした研修会
が行われました。ノロウイルス感染性胃腸炎の集団発生の事例や
施設における感染予防対策のポイント、集団発生時の対応などに
ついて、中通総合病院の取り組みを交えたわかりやすい研修会と
なりました。また、最後には感染対策室専任看護師の岩田千鶴子
氏から、使い捨てエプロンの着方や脱ぎ方、手袋の外し方、マス
クの着用、手洗い方法など、感染防止の方法を学びました。

◆秋田わか杉国体総合成績表彰状用額縁が決定
国体では、優秀な総合成績を修めた都道府県へ表彰状が贈られます。その表彰状を納める額縁が、（株）八柳の

樺細工で製作した作品に決まりました。
額縁は、経済産業大臣が伝統的工芸品に指定する「樺細工」及び「川連漆器」いずれかの製造業者から、秋田ス

ギを薄く張り合わせて加工した表彰状とデザイン・色調等が調和することを条件に、秋田県総務企画部国体・障
害者スポーツ大会局が募集しました。
募集には、製造業者10者から13作品の応募があり、大会局の競技専門委員会による審査の結果、（株）八柳の作

品が採用作品に選ばれました。
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◆秋田わか杉国体出場を目指して
角館高校スキー部は、地元秋田わか杉国体出場・入賞を目指し、夏場の

基礎トレーニングをはじめ、8月29日から10月7日まで、チリで行われた県
強化合宿に監督ほか２名が参加したほか、11月19日から12月3日まで行わ
れた県高体連合宿にも部員全員が参加しました。
また、12月8～10日に行われた国際スキー連盟（FIS）公認第8回つべつカ

ップ回転競技大会や12月19～21日に行われた国際スキー連盟（FIS）公認
第19回ＪＡＬカップ阿寒スラローム大会に出場したほか、1月5日まで行わ
れる北海道合宿など、国体出場に向けて頑張っています。

角館高校スキー部キャプテン
金子未里さんから

現在、地元わか杉国体に向け
て行われている秋田県スキー連
盟主催の北海道津別合宿に参加
しています。
ここ津別スキー場は毎日晴天、

極寒なので、トレーニングバー
ンはとても固く良い練習ができ
ています。調整しながら徐々に
本番の２月にピークを合わせて
いきたいと思います。
応援よろしくお願いします。

フィニシュ付近に設置されたプレハブです。
この中には、競技本部などが設置されます。

フィニッシュエリアに設置された速報掲示板

たざわ湖スキー場国体コース

国体スタート

国体
フィニッシュ


